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「チ
ー
ム
水
・日
本
」
実
現

へ
前
進

自
民
党

「水
の
安
全
保
障
に
関
す
る
特
命
委
員
会
」

（委
員
長
＝
遠
藤
武
彦
元
農
水
相
）
は
１０
日
の
会
合
て
、
国
民
が

一
体
と

な

っ
て
水
問
題
に
取
り
組
む

「チ
ー
ム
水

・
日
本
」
の
結
成
に
む
け
て
、
中
枢
機
関
と
な
る

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
の
設

立
を
決
め
た
。
昨
年
１２
月
か
ら
、
中
川
昭

一
・
現
財
務
大
臣
兼
金
融
担
当
大
臣
の
主
導
に
よ
り
討
議
さ
れ
て
き
た
構
想
が
い
よ
い

よ
実
現
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
同
機
構
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
事
務
局
に
１
月
中
の
発
足
を
目
指
す
。

特
命
委
員
会
は
今
後
も
継
続
、
同
機
構
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
予
算
措
置
、
法
律
、
制
度
の
構
築
を
行

っ
て
い
く
。
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水 の 安 全 保 障 関 係 省 庁 連 絡 会 (政 府 )
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「チーム水 。日本」 の全体像

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構

（以
下
、
機
構
と
は
、
政
産
学
民

の
メ
ン
バ
ー
て
構
成
す
る
任
意

組
織
と
な
る
。
政
産
学
民
の
有

識
者
か
ら
な
る

「全
体
会
議
」
、

全
体
会
議
が
選
任
し
た
メ
ン
バ

ー
か
ら
な
る

「執
行
審
議
会
」
、

企
画
運
営
に
関
わ
る
委
員
お
よ

び
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る

分
科
会
の
臨
時
委
員
か
ら
な
る

「専
門
委
員
会
」
で
構
成
す
る
。

同
機
構
の
代
表
に
は
首
相
経

験
者
を
予
定
し
て
お
り
、
森
喜

朗

。
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長

が
就
任
す
る
予
定
。
当
面
の
活

動
は
、
執
行
審
議
会
、
専
門
委

員
会
が
主
導
す
る
予
定
て
、
政

産
学
の
各
分
野
か
ら
推
薦
さ
れ

た
１０
人
程
度
の
執
行
審
議
会
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
第
１
回
執
行
審

議
会
を
開
催
。
そ
の
日
を
も

っ

て
機
構
設
立
と
な
る
。

当
面
の
執
行
審
議
会
と
専
門

委
員
会
の
運
営
を
担
う
幹
事
委遠藤委員長

員
に
は
、
丹
保
憲
仁

・
北
海
道

大
学

・
放
送
大
学
名
誉
教
授
を

は
じ
め
、
特
命
委
員
会
の
運
営

に
深
く
携
わ

っ
た
山
田
正

・
中

央
大
学
理
工
学
部
教
授
、
吉
村

和
就

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ジ
ャ
パ
ン
代
表
、
竹
村
公
太
郎

・
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

長
の
４
氏
が
就
任
す
る
。

全
体
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に

は
、
超
党
派
の
国
会
議
員
、
経

団
連
お
よ
び
各
地
方
経
済
連
合

会
幹
部
、
市
民
団
体
を
は
じ
め

と
す
る
官
民
各
分
野
の
団
体
、

学
識
者
、
有
識
者
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
、
今
後
参
加
を
呼
び

か
け
る
。

「チ
ー
ム
水

。
日
本
」
構
想

【上
図
参
照
】
は
、
機
構
を
中

心
に
、
政
府
の
関
係
１２
省
庁
（
▽

内
閣
官
房
▽
内
閣
府
▽
総
務
省

▽
外
務
省
▽
財
務
省
▽
文
部
科

学
省
▽
厚
生
労
働
省
▽
農
林
水

産
省
▽
経
済
産
業
省
▽
国
土
交

通
省
▽
環
境
省
▽
防
衛
省
）
で

構
成
す
る

「水
の
安
全
保
障
関

係
省
庁
連
絡
会
」
、
全
国
各
地

の
流
域
む
と
に
利
害
関
係
者
が

集
い
、
国
際
競
争
力
を
持
つ
健

全
な
水
循
環
地
域
の
創
出
を
め

ざ
す
「流
域
水
管
理
協
議
会
（仮

称
）
」
を
設
置
し
、
国
内
の
あ

ら
ゆ
る
主
体
に
よ
る
水
に
関
係

し
た
取
組
み
の
活
性
化
を
図
り

な
が
ら
各
主
体
の
連
携
を
強
化

す
る
と
い
う
も
の
。

「チ
ー
ム
水
・日
本
」
構
想
お

よ
び
機
構
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
た
竹
村
公
太
郎

。
日
本
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
は

「民

間
の
取
組
み
か
ら
生
ま
れ
る
要

望
を
機
構
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
、
関
係
行
政
機
関
に
伝

え
る
三
角
形
の
構
造
を
作
る
。

堂
々
と
官
民
連
携
を
し
て
、
世

界
に
向
か

っ
て
い
く
た
め
の
構

造
」
と
述
べ
、
民
間
な
ど
の
水

に
関
係
し
た
取
組
み
に
対
し
て

国
を
挙
げ
て
支
援
し
て
い
く
仕

組
み
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し



た
。ま

た
、
機
構
の
位
置
付
け
に

つ
い
て

「権
力
は
無
い
が
権
威

が
あ
る
存
在
」
と
説
明
し
、
「ま

ず
は
動
い
て
成
果
を
出
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

ま
た
、
議
事
の
冒
頭
、
中
川

昭

一
前
委
員
長
の
財
務
大
臣
兼

金
融
担
当
大
臣
就
任
に
伴
い
、

新
委
員
長
に
遠
藤
武
彦

・
元
農

水
相
が
、
委
員
長
代
理
に
川
口

順
子

・
元
外
相
、
園
田
博
之
衆

議
院
議
員
が
就
く
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
。

挨
拶
に
立

っ
た
遠
藤
委
員
長

は

「水
の
惑
星
て
あ
る
地
球
を

人
間
自
身
が
損
な
わ
せ
て
い

る
。
す
ぐ
に
て
も
将
来
対
策
を

打
た
ね
ば
、
取
返
し
が
つ
か
な

い
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
」

と
述
べ
、
全
国
的
な
取
組
み
と

し
て
広
げ
て
い
く
た
め
、
他
の

政
党
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
く
意
向
を
示
し
た
ほ
か
、
各

省
庁
の
横
断
的
な
取
り
組
み
を

強
く
要
請
し
た
。

今
後
、
同
委
員
会
と
機
構
て

は
、
水
に
対
す
る
国
民
的
な
関

心
を
高
め
て
い
く
た
め
、
全
国

て
水
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
く
方
針
て
、
第
１
回
は
年
明

け
に
香
川
県
多
度
津
町
て
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
議
事
て
は
水
関

係
の
平
成
２‐
年
度
予
算
概
算
要

求
の
概
要
が
各
関
係
省
庁
の
担

当
官
か
ら
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、

関
係
団
体
の
最
近
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
な
か
て
、
坂
本
弘
道

・

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会
専

務
理
事
が
同
連
合
会
が
設
置
す

る

「水
道
産
業
戦
略
会
議
」
が

ま
と
め
た
最
終
報
告
書

「水
道

産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
２
０
０
８

～
国
内
市
場
の
活
性
化
と
拡
大

す
る
海
外
市
場
へ
の
対
応
」
の

主
旨
と
概
要
の
説
明
お
よ
び

「チ
ー
ム
水
道
産
業

。
日
本
」

の
立
ち
上
げ
を
報
告
し
、

「チ

ー
ム
水

。
日
本
」
に
貢
献
し
て

い
く
考
え
を
強
調
し
、
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
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郵
舗
麟
勲
国
内
外
の
水
問
題
解
決

ヘ

水
の
安
全
保
障
に
関
す
る
特
命
委
員
会

（最
高
顧
間

・
森
元
首
相
）
が
１０
日
、
自
民
党
本
部
で
行
わ
れ
国
内

外
の
水
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「チ
ー
ム
水

。
日
本
」

の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
政

・
産

・
学

。
有
識

者
で
構
成
さ
れ
る

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
が
活

動
の
中
心
と
な
る
構
想
だ
。
機
構
は
来
年
■
月
に
設
立

さ
れ
る
見
通
し
。
日
本
が
誇
る
高
い
技
術
力
で
世
界
が

抱
え
て
い
る
深
刻
な
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
が
動
き
出
し
た
。

動始ンパヤいン
Ｌ
γ

日

ｊ

す“
オ

「チ
ー
ム
水

。
日
本
」
の

流
れ
は
ま
ず
経
済
団
体
、
民

間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

・
市
民
活
動
、
学
会

・
協
会
、

政
府
機
関
な
ど
が
水
に
関
す

る
課
題
ご
と
に
い
く
つ
も
の

チ
ー
ム
を
作
る
。
チ
ー
ム
ご

と
に
議
論
さ
れ
た
報
告
は
任

意
団
体
で
あ
る

「水
の
安
全

保
障
戦
略
機
構
」
に
上
げ
ら

れ
、
機
構
で
さ
ら
に
内
容
を

磨
き
上
げ
る
。
そ
の
内
容
は

関
係
省
庁
に
伝
え
ら
れ
る
と

い
う
仕
組
み
。
こ
れ
ま
で
に

な
い
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
た
。
機
構
は
い
わ
ば

〃触
媒
〃
の
役
割
を
果
た
す
。

権
力
は
な
い
が
権
威
は
あ
る

存
在
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
な
ら

見
通
し
。
活
動
の
事
実
上
の

中
心
と
な
る
の
は
執
行
審
議

会
。
全
体
会
議
総
会
で
推
挙

さ
れ
た
会
員
１０
数
名
か
ら
構

成
さ
れ
機
構

・
テ
ー
ム
の
活

動
全
体
の
企
画
運
営

・
作
業

監
理
を
実
施
す
る
。
専
門
委

員
会
は
企
画
運
営
に
係
る
幹

事
委
員
（執
行
審
議
会
議
員
）

と
活
動
の
推
進
主
体
で
あ
る

チ
ー
ム
の
臨
時
委
員
か
ら
成

る
も
の
。
幹
事
委
員
長
に
は

丹
保
北
大
名
誉
教
授
が
内
定

し
て
い
る
。

１０
日
の
特
命
委
員
会
で
は

中
川
財
務
大
臣
に
代
わ
り
委

員
長
に
就
任
し
た
遠
藤
武
彦

・
衆
議
院
議
員
が

「チ
ー
ム

水

。
日
本
が
設
立
さ
れ
た
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
。
各
党
に

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。
特
命
委
員
会

で
は
機
構
の
設
立
準
備
を
進

め
る
と
共
に
、
月
■
回
の
ベ

ー
ス
で
水
に
関
心
が
深
い
地

域
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
と
い
う
。

候
補
地
と
し
て
香
川
県
多

度
津
町
が
上
が

っ
て
お
り
、

特
命
委
員
会
に
は
小
國
町
長

も
参
加
し
た
。

堂
々
と
官
民
連
携
が
行
え
る

と
い
う
。

機
構
に
は
全
体
会
議
、
執

行
審
議
会
、
専
門
委
員
会
が

設
置
さ
れ
る
。
全
体
会
議
は

政
界
、
産
業
界
、
各
分
野
団

体
、
学
会
、
有
識
者
で
構
成

さ
れ
■
０
０
名
以
上
に
な
る

「チーム水・日本」

圏 □ □ □
水の安全保障戦略機構
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